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V215b 木曽超広視野高速CMOSカメラTomo-e Gozenの状態監視システムの開発
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東京大学木曽観測所では 105cmシュミット望遠鏡に搭載される超広視野高速 CMOSカメラ Tomo-e Gozenを
開発している。Tomo-e Gozenは常温駆動のCMOSセンサを 84台使用し、約 20平方度の視野を最大 2Hzの時間
分解能で撮像できる広視野動画カメラである。Tomo-e Gozenの筐体は冷却真空装置を搭載しないことで、軽量、
かつ小型化を実現している。カメラ筐体内は常温常圧であり、センサから発生した熱は主焦点インターフェース
を通して望遠鏡構造体へ放熱される。また、熱の一部は筐体の側面に設置されたヒートシンクから外気へ自然放
熱される。センサが格納された筐体内は乾燥空気を供給することによって、低い湿度に保たれる。本研究では、
これらの熱バランスによる温度分布、及び筐体内の湿度を常時監視するシステムを構築した。筐体内・外気温・
読み出し回路に温度計、筐体内に湿度計を取り付け、通信モジュールに接続し、ネットワーク経由で遠隔から温
度・湿度を取得できるシステムとした。また、センサの信号線の一部をトリガとしてGPS受信機に繋ぎ、撮像の
開始時刻を 1ミリ秒以下の精度で取得するシステムを構築した。本講演では、読み出し回路の電源装置の監視シ
ステムやこれらの状態監視データを管理するためのデータベースの開発についても述べる。


